
船舶事故等調査報告書 

                                   平成２２年１２月１６日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０横第１５０号 

事故等種類 座州 

発生日時 平成２２年６月２５日 １５時２０分ごろ 

発生場所 千葉県市川市千葉港葛南市川灯台から真方位０６２°１,５００ｍ付近 

（概位 北緯３５°４０.４′ 東経１３９°５６.９′） 

事故等調査の経過  平成２２年８月１０日、本インシデントの調査を担当する主管調査官（横

浜事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 千川
ちかわ

丸、４９９トン 

 １３２３９８、丸五海運有限会社 

 乗組員等に関する情報 船長、四級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 事故等の経過 

 

本船は、船長ほか４人が乗り組み、千葉港葛南区の市川水路を出航中、

入航船と右舷を対して通過しようと、水路の東側に近寄って主機を停止し、

減速して航行していたとき、平成２２年６月２５日１５時２０分ごろ船尾

部船底に軽い衝撃を受けた。 

本船は、そのまま出航し、京浜港川崎区沖で錨泊して各部の点検を行っ

たが異常は認められず、７月１７日入渠時に損傷がないことを確認した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南西、風力 ６、視界 良好 

海象：波高 約５０cm、潮高 約１４８cm、潮汐 上げ潮の中央期 

 その他の事項 市川水路は、広大な干潟（三番瀬）の中央部を掘り下げて可航域を作っ

ており、水路の両側は水深１ｍ以下の浅所となっている。 

本インシデント当時、本船の喫水は、船首約３.０ｍ、船尾約４.１ｍで

あった。 

入航船は、市川水路の西寄りを航行中であった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 本船は、南西風が吹く状況下、千葉港葛南区の市

川水路内で入航船と右舷を対して通過する際、水路

の東側に接近して減速したので、左舷方に圧流さ

れ、船尾部が水路東側端の浅所に接触したものと考

えられる。 

本船は、接触した場所の底質が泥であったことか

ら、損傷を受けなかった可能性があると考えられ

る。 

原因  本インシデントは、南西風が吹く状況下、本船が、千葉港葛南区の市川

水路内で入航船と右舷を対して通過する際、水路の東側に接近して減速し

たため、左舷方に圧流され、船尾部が水路東側端の浅所に接触したことに



より発生したものと考えられる。 

 




